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Burtinopsismaesawaensisは, 仙台の Mizuhoptera sendaicustatsunokuchiensisや富津のMizuhoptera
kanLD,aenSisとして鼓室胞のみか ら記載された分類群と密接な関係がある. なおかつBurtinopsis
maesawaensisはヨーロッパのナガスクジラ科化石のBurtinopsissimilisと同属であり,これもまた破片か
らなる骨格であって命名規約上の問題がある.新たにBurtinopsissimilisのレクトタイプを指定すること
により,前沢産標本は新種Burtinopsismaesawaensisとして設立され,それにより新結合新階級Burtinopsis
tatsunokuchiensis,新結合Burtinopsiskanqyaensis,カリフォルニア産で新結合Burtinopsisdavidsoniの新
たな分類が導入される.Burtinopsismaesawaensisは基幹ナガスクジラ上科鯨類の一員であり,現生ナガ
スクジラ上科のBalaenoptera,MegapteraおよびEschrichtiusの祖先について議論するために重要である.
分岐分析により,Herpetocetussendaicusは遺存種のヒゲクジラ類であり,前期中新世の古いヒゲクジ
ラ類に由来すること,そしてBurtinopsismaesawaensisは現生ナガスクジラ上科鯨類の時代以前に繁栄し
た基幹ナガスクジラ上科鯨類の一員であることが示される.
竜の口層の浅海堆積物のヒゲクジラ類化石群集の構成の中で,標本の半分はHerpetocetussendaicusと
近縁種に属している.7つの形態型に分類される銚子の外洋群集の多数の耳骨の中では,Balaenoptera
sip.と "Balaenoptera"spp.は最も優勢な分類群であり,Burtinopsisspp.がそれに次ぐ.一方銚子群集
では,竜の口層の群集とちがってHerpetocetussp.は稀少である.2つの同時代の群集の比較により,
Herpetocetusは浅海の環境を好み,鮮新世のエスチュアリ-に居住 していたことが示唆される.
Herpetocetusの種は太平洋と大西洋の両岸に見られることから,Herpetocetusがこれらの海域で孤立して
いたことがこの属の種分化を促したと思われる.
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論文審査の結果の要旨
北上低地帯に分布する最後期中新世～鮮新世の竜の口層からは多数のクジラ化石の産出が知られていた
が,これらについては分類学上の問題点が指摘され,クジラ化石の系統や古動物地理について言及する上
での大きな障害となっていた.本論文は,分類学上の問題点を模式種のそれ含めて再検討した上で,北上
低地帯から産出したHerpetocetussendaicus,新種のBurtinopsismaesawaensisおよび関連する分類群につ
いて記載し,それにもとづいてヒゲクジラ類の系統や古動物地理について考察したものである.
本論文では,前沢産のH.sendaicusの保存良好な骨格とH.scaldiensisの模式標本との比較検討に基づ
き,前沢標本が同属に属することを明らかにした.また,Herpetocelus属の鼓室胞は種ごとに特徴が異な
ることを示し,H.sendaicusの種としての有効性を確認し,前沢標本をH.sendaicusに同定した.さらに,
竜の口層からは成長段階の異なる複数のH.sendaicus標本が産すること,H.sendaicusの頭骨は原始的な
特徴をもち,同種が前期中新世の古いヒゲクジラ類に由来する遺存種であることを示した.Burtinopsis属
の模式種であるB.similisには命名規約上の問題があったが,本論文では新たにB.similisのレクトタイプ
を指定した上で,前沢産標本を新種Burtinopsismaesawaensisとして記載した.また,Mizuhoptera属や
Balaenoptera属とされていたいくつかの種をBurtinopsis属の種として再分類した.B.maesawaensisは基
幹ナガスクジラ上科鯨類の一員として位置づけられた.
これらの分類学的再検討に基づき,竜の口層の浅海堆積物のヒゲクジラ頬化石群集の半分はH.
sendaicusとその近縁種によって占められており,一方,同年代の銚子の外洋群集ではHerpetocelus属は
稀少で,Herpetocetusは浅海の環境を好んでいたこと,また,Herpetocetusの種は太平洋と大西洋の両岸
において地域ごとに異なっており,これらの海域で孤立していたことがこの属の種分化を促したと考察さ
れた.
以上,大石論文は,鮮新世ヒゲクジラ類の分類,系統および盲動物地理についての新たな知見を導き出
し,クジラ類研究の進展に大いに貢献するものとして,高く評価される.また,著者が自立して研究活動
を行うに必要な研究能力と学識を有することを示している.したがって,大石雅之提出の博士論文は,博
士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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